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 グラフェン量子ドット(GQD)は、毒性が低く、量子サイズ効果など特異な光学特性を有しているた

め、光学デバイスやバイオイメージングなどへの応用が期待されている。現在、GQDは様々な合

成法により生成されているが、GQDの量子収率(QY)は低く、また多分散性や不均一な表面状態

により GQDの発光の単色性が低いため、実用化が制限されている。一方、城らはベンジルアルコ

ールでエステル化した有機溶解性の GQD(GQD-Bn)を合成し、25 %の QYを得たと報告し[1]、さら

に、Wu らはサイズ排除クロマトグラフィー(SEC)によって GQDのサイズを、Zhu らはシリカゲルカラ

ムクロマトグラフィー(SGCC)によって GQDの表面状態を制御した[2,3]。本研究では、GQDの実用

化に向けて QYの向上及びサイズと表面状態の制御

を目的とし、GQD-Bnを SGCC及び SECによって分

離精製した。 

 既報のとおり GQD-Bnを合成した[1]。合成した GQD-

Bnをヘキサン/酢酸エチル(10:1 v/v)、酢酸エチル、メタ

ノールを展開溶媒として用いた SGCCにより極性分離

し、3個のフラクション(GQD-Bn-L、-M、-H)を得た。さら

に、トルエンに分散させた GQD-Bn-Lをバイオビーズ S-

X1を用いた SECによりサイズ分離し、14個のフラクショ

ンを得た。 

 表 1に極性分離した GQD-Bnの最大励起波長

ex,max、最大蛍光波長em,max、QYをまとめた。GQD-Bn-

Lのみ分離前より QYが 4.3 %向上した。また、図 1に

サイズ分離した GQD-Bn-Lの各フラクションの最大蛍光

波長及び QYを示す。フラクションが進むにつれて量子

サイズ効果によりem,maxがブルーシフトし、フラクション 6

では未分離の GQD-Bn よりも 21.9 %、GQD-Bn-L よりも

17.6 %も QYが向上した。 
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Sample 
ex,max 

/ nm 

em,max 

/ nm 

QY 

/ % 

Nonseparated 380 433 32.0 

GQD-Bn-L 380 415 36.3 

GQD-Bn-M 380 433 27.5 

GQD-Bn-H 380 430 8.4 

Table 1. Fluorescence properties of 

GQD-Bn separated based on polarity 
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Figure 1. Maximum intensity emission 

wavelength and QY of GQD-Bn-L se- 

parated based on particle-diameter 
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